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団体名 
公益財団法人日本フラッグフットボール

協会 

添付資料１ 

事 業 計 画 書 

事業種別  ☑ 課題解決事業  □ 提案型協働事業（継続団体のみ） 

事業名称 世田谷の子どもたちへフラッグフットボールを届けるプロジェクト 

１地域貢献、２費用対効果 

解決を目指す地

域課題や社会的

課題 

子どもたちの中には、「体育＝つらい・苦手」と感じて運動から距離

を取ってしまい、心身の健康や自己肯定感の低下につながることが

課題となっています。学校現場では、競技性の高い種目に偏らず、多

様な運動経験を提供することが求められていますが、体育備品に充

てられる予算には限りがあり、新たな種目に取り組むことが難しい

状況です。弊協会では、全国の学校を対象にフラッグの寄贈事業を行

っておりますが、世田谷区内からも多数の応募があり、希望するすべ

ての学校への対応が難しいのが現状です。 

本事業では、そうした学校への支援をさらに充実させるとともに、ボ

ールの寄贈や指導者の派遣も行い、フラッグフットボールやタグラ

グビーといった種目を実施できる環境を整え、子どもたちが運動の

楽しさに出会い、自分らしく体を動かすきっかけを提供します。 

弊協会では、メーカーではなく、市販品を作成する業者へ直接作成を

依頼できるため、学校が買い揃えるよりも安価な調達が可能です。 

実施場所 世田谷区内小中学校 

期待される具体

的な区民・地域へ

の波及効果 

新しい運動体験を通して、子どもたちは「自分にもできることがあ

る」と感じ、自信ややる気につながっていきます。フラッグフットボ

ールは、走る・考える・声をかけ合うなどいろいろな関わり方ができ

るので、運動が苦手な子にも自然と楽しめる場になります。こうした

体験が、運動への前向きな気持ちや日常的な運動習慣につながって

いくことが期待されます。 

成果目標 

本事業では、運動への苦手意識を持つ子どもを含め、参加者の 8割以

上が「運動が楽しい」と感じることを目指します。また、参加校の教

員のうち 6割以上が「体育が苦手な子どもにも有効な教材である」と

評価し、5校以上から次年度以降も継続的な導入意向が得られること

を成果目標とします。 

成果目標の測定

方法 

成果の測定にあたっては、児童・生徒を対象にフラッグフットボール

授業後にアンケートを実施し、運動に対する印象や楽しさ、運動継続

への意欲などについて検証を行います。さらに、授業に立ち会った教

員に対してもアンケートや簡単な聞き取り調査を実施し、児童の変

化や指導しやすさ、教材としての有用性などについて意見を収集し

ます。加えて、導入校には継続実施の意向確認も行い、次年度への発

展可能性についても把握します。 

事業の対象者・予

定人数 
世田谷区内の 30校 

総事業費 1,980,000円 
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団体名 
公益財団法人日本フラッグフットボール

協会 

補助金目標額 

（寄附目標金額） 
1,480,000円 （寄附目標金額：1,300,000円） 

寄附金上限設定

額 
（設定する場合入力）          円 

３新規性・創造性 

事業概要 

（200～250字程度に） 

本事業では、フラッグフットボールの用具（フラッグ 40枚・ボール

8個）を世田谷区内の小中学校 30校に寄贈し、そのうち 10校に指導

者を派遣します。児童生徒が作戦を考えてプレーする特性を活かし、

運動に苦手意識を持つ子どもにも成功体験を届ける教材として、学

校体育で活用されることを目指します。全国で展開する寄贈事業を、

自治体との連携によって地域密着型に進化させる試みであり、教育

現場に継続可能な形で新しい運動文化を導入する挑戦です。 

４実現可能性 

事業実施期間  令和 7年 10月 1日 ～ 令和 8年 3月 20日 

実施内容 

（いつ、だれが、何

をするのか等、実施

する内容を具体的に

ご記載ください） 

※補助金交付決定後、事業開始から終了までスケジュールをご記入ください。 

実施月 内  容 

10 寄贈対象校を募集、決定、寄贈 

10～3 希望する 10校に指導者を派遣 

  

  

  

トラブルへの対応 

（想定されるリスク

とその対処方法） 

想定よりも申込校数が少なかった場合には、学校関係団体や教育委

員会を通じて改めて周知を行い、追加募集を実施します。また、小中

学校に限らず、フリースクールなどにも対象を拡大することで、支援

の趣旨に共感いただける実施校を確保します。 

５将来性 

今後の展開 

＊事業の発展や自

立に向けての目

標・考え方など 

本事業を継続的に実施することで、世田谷区内すべての学校が、用具

面での不安なくフラッグフットボールやタグラグビーなどの体育種

目に取り組める環境を整えることを目指します。その後は、指導者派

遣の体制をさらに拡充し、体育授業の中でフラッグフットボールが

効果的に活用されるよう、教育現場への支援を段階的に強化してい

きます。 

８・９ クラウドファンディング 

実施希望時期 

（最大３か月） 
 令和７年 8月 1日 ～ 令和７年 9月 30日 

寄附を募るター

ゲット層 

寄附の主なターゲット層は、フラッグフットボールやアメリカンフ

ットボールに関心を持つ競技関係者です。競技の特性や教育的価値

への理解が深く、共感を得やすい層といえます。また、学校教育や体

育環境の充実に関心を持つ保護者、教育関係者、地域の支援者層にも

広く訴求し、子どもたちの学びや成長を応援したいと考える方から

の寄附も期待できます。 

広報活動計画 

広報活動は、協会の公式サイトや SNSを活用し、寄附募集や事業の意

義について広く発信します。特に、弊協会はプレスリリース配信サイ

ト「PR TIMES」との提携があるため、これを活用し、教育・スポーツ・

地域支援に関心の高いメディアや読者層への認知拡大を図ります。 
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団体名 
公益財団法人日本フラッグフットボール

協会 

寄附目標額を達

成しなかった場

合の対応 

寄附目標額を達成しなかった場合には、事業全体の趣旨を損なわな

い範囲で、寄贈校数や指導者派遣校数を調整することで対応します。

必要に応じて、希望校の中から優先度の高い学校を選定し、用具の寄

贈数や構成を見直すなどして、限られた予算内で事業を実施できる

よう柔軟に対応します。 

寄附目標額を超

えた場合の対応 

寄附目標額を超えた場合には、寄贈対象となる学校数を拡大すると

ともに、指導者の派遣数を増やすことで、より多くの児童・生徒が質

の高い学びを得られるよう事業を拡充します。また、予算に応じて用

具の内容や指導サポートの充実を図り、持続的な体育授業への活用

や部活動での導入支援にもつなげていきます。 

その他 

その他 

＊提案する事業と団

体の特徴、専門性、

実績、提案、事業実

施に向けたアピー

ルなど 

日本フラッグフットボール協会は、2008 年よりフラッグフットボー

ルの普及に取り組み、全国の学校・自治体・スポーツ団体と連携しな

がら、用具寄贈や教材開発、指導者研修を実施してきました。本事業

は、これまで培ってきた全国的な実績をもとに、初めて世田谷区内に

特化して展開するものであり、指導者派遣や指導方法の共有など、地

域の教育現場に寄り添った支援が可能です。競技性と教育的価値の

両面を兼ね備えたフラッグフットボールを通じ、運動が苦手な子ど

もでも楽しめる体育授業の実現と、地域のスポーツ文化の醸成に貢

献します。 

 

  



［令和7年度市民活動支援事業　様式］

添付資料２　 ６資金計画

団体名 公益財団法人日本ビョチギビチテペヺラ協会

内　容 金額（円） 内訳（積算根拠）

協賛金等 200,000 教師用コホヺテピチキのシホヱコヺ

キョイデビゟヱヅァヱギ 1,480,000 寄付金額130万円、補助金30万円

シホヺヂバャヺボヱカメヒソラ 300,000 外部委託補助金

1,980,000 ※事業計画書「総事業費」、【支出】合計と同額

内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）

人件費 寄贈校募集、調整 300,000 1人✕40日✕5000円

[小　計] 300,000

報償費 講師謝金 200,000 2人✕10校✕1万円

[小　計] 200,000

交通費 10校分の交通費 40,000 2人✕10校✕2000円

[小　計] 40,000

需用費 ビョチギビチテペヺラ用具 ビョチギ 480,000 ビョチギ40人分✕30校✕400円

ビョチギビチテペヺラ用具 ペヺラ 360,000 ペヺラ8個✕30校✕1500円

ツカシテ印刷費 120,000 子ども用100人分✕30校✕20円,教師用2人分✕30校✕100円

[小　計] 960,000

役務費

[小　計] 0

委託料 梱包、配送委託 150,000 30校への梱包、配送の委託

ツカシテヅゴアヱ委託 30,000

費　目

補
助
対
象
経
費

事業収支予算書

☆今回提案する事業に要する予算のみ（×団体の年間予算）を入力してください。

【収　入】

【支　出】

☆日常の運営経費（日常運営に要する人件費ヹ消耗品費、事務所賃借料、光熱水費等）は補助対象外です。
　　必ず、募集要領５．補助対象経費をご確認の上、ご作成ください。

他補助金

【収　入】　合　計

費　目

自己資金

区補助金

1 / 2 ページ



内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）費　目

[小　計] 180,000

[小　計] 0

その他

[小　計] 0

1,680,000 ※事業計画書「補助金要望額」と同額

内　容 金額（円） 内訳（積算根拠）

広報委託 キョイデビゟヱヅァヱギコアテ構築、更新 300,000 1ヴ月15万円、キョイデビゟヱヅァヱギ期間2ヴ月間

300,000

1,980,000 ※事業計画書「総事業費」、【収入】「合計」と同額

☆必要に応じて、行を増やしてご作成ください。

【支　出】　合　計

使用料ヹ賃
借料

補
助
対
象
外
経
費

[補助対象経費　計]

費　目

[補助対象外経費　計]

2 / 2 ページ
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団体名 
公益財団法人日本フラッグフットボール

協会 

添付資料３ ７実施体制 

団 体 の 概 要 

設立年月日 

（活動開始） 
2008年 10月 1日 

法人番号 

（該当団体のみ） 
5011005003040 

団体の設立目的 

フラッグフットボールの普及・振興を通じて、青少年の健全な育成と地

域社会の活性化を図ることを目的に設立されました。本協会は、誰もが

安全に楽しめるスポーツとしての特性を活かし、学校教育や地域活動へ

の導入を推進します。指導者の育成や大会の開催、教材の提供などを通

じて、スポーツを通じた人間形成と多様性の尊重を重視し、より豊かな

スポーツ文化の創造を目指します。 

主な活動分野 教育、スポーツ、地域コミュニティ 

社員数・会員数
（うち世田谷区

在住） 

11人 （うち世田谷区在住   1人） 

会費 無 ・ 有 （ 年額・月額      円） 

主な活動地域 全国 

主な活動実績 

令和 5年 7月：全国 700校への体育教具・教材の助成 

令和 5年 11月：第 10回全国教員フラッグフットボール大会の開催 

令和 6年 3月：2024年度日本フラッグフットボール選手権の開催 

運営状況（直

近３年間） 

 令和 5年度 令和 4年度 令和 3年度 

総収入 13,239,743円 13,766,003円 13,615,275円 

総支出 13,239,743円 13,766,003円 13,615,275円 

損 益 0円 0円 0円 

過去のクラウ

ドファンディ

ング活用実績 

無 ・ 有（サイト名：     、令和 年  月～  月実施、 

達成額   円／目標額   円） 

当年度の活動

予定 

本年度も、前年度に引き続き、全国の小学校を対象としたフラッグフッ

トボール用具および教材の寄贈事業を実施する予定です。本事業は、公

益財団法人日本スポーツ協会を通じた宝くじ助成金等を活用し、児童用

フラッグ・ベルトや副読本、指導者向けのサポートガイドを無償で提供

するものです。運動が苦手な子どもでも参加しやすいニュースポーツを

授業に導入することで、運動習慣の定着や学級内の協働的な学びを促進

し、体育授業の多様化と教育的価値の向上を目指します。申請校の状況

を踏まえ、できる限り多くの学校に対して公平かつ効果的な支援を行っ

てまいります。 
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団体名 
公益財団法人日本フラッグフットボール

協会 

  

事業実現のた

めの体制（人
材、連携・協働

関係等） 

本事業の実施にあたっては、すでに世田谷区を含む全国の小学校を対象

とした寄贈事業について、公益財団法人日本宝くじ協会の補助金に内定

しており、寄贈にあたっての安定した事業基盤を確保しています。 

広報・指導者派遣の体制としては、フラッグフットボールに関する知識

と経験を有するスタッフを今年度 1名新たに配置し、学校や自治体との

円滑な情報共有を行うとともに、学校での指導を担います。 

さらに、学校教材会社との連携により、用具や教材のパッケージングか

ら配送までを効率的に実施できる体制を整えており、スムーズな事業運

営が可能です。 



プレゼンテーション前 文書質問・回答

事櫤名： 世传谷ã子Þ÷ÔÖíフラ.�フ.3ボ�ル�侉Æ�プロ#��3
団体名： 公益財団法人侶本フラ.�フ.3ボ�ル櫄会

Sy.1

質問
フラ.�フ.3ボ�ルã佭侸ã必甮性àÙ¹Û�従甿Àþ学校Ü実施Ê�Û¹�$ポ�/ýÿÞã
点Ü優�Û¹�ãÜÌü»À�

回佖
フラ.�フ.3ボ�ルä�4リブルßÌÜ��ム�展開ÜÂ�点Ü参加ãハ�4ルÁ低Ä��戦術学
習�à最適ß櫑材Ý言��Û¹óÎ��戦術学習�Üä�従甿ã$�ル積ô上Ç樹à比îÛ子Þ÷ã
考½�疄（思考疄）Á育ôùÎ¹Ý¹»佽徴Á·ÿóÎ�

Sy.2

質問
橋続ÜÂ�指佭者ã信遣体制÷ÌÄä研修体制�Þãý»à作�予定ÜÌü»À�指佭ãÔöãマ
ニュ
ル（1�$3）ßÞä·�ãÜÌü»À�

回佖
侶本フラ.�フ.3ボ�ル櫄会Üä�橊験ãß¹先生Ü÷安心ÌÛ授櫤ÁÜÂ���4ブ.��発行
ÌÛ¿ÿ�È��¿俳ÿÎ�ÈÝÜ先生方Á指佭ÌùÎ¹環櫉�整½óÎ�

Sy.3

質問
寄贈対象校ã選定方法檘è希望Î�10校àãô指佭者�信遣Î�畔由àÙ¹Û¿櫑½ÄÕÊ
¹�

回佖
フラ.�フ.3ボ�ルãôßþÏ�体育ã指佭à不安感�持Ù先生ä少ßÄ·ÿóÐ��ÒÈÜ�ó
Ïä信遣ÌÔ指佭者Á授櫤�¿手伝¹Î�ÈÝÜ取ÿ組ôùÎ¹体制�整½Ô¹Ý考½Û¹ó
Î�

Sy.4

質問
10月中à�寄贈対象校�募集�決定�寄贈�ÝÌÛ¹óÎÁ�申込校数Á少ßÀØÔ場合ã対応方
法�$�#ュ�ル案ßÞàÙ¹Û÷»少Ì樍体的à¿櫑½ÄÕÊ¹�

回佖

10月上旬à募集�開始ÌóÎ�募集開始時àä�FA]ù\kh �3Ü広報ÌóÎ�現在櫄会Á実
施ÌÛ¹�事櫤Üä抽選Á発生Î�ðÞã申Ì込ôÁ·ÿóÎÁ�÷Ì一定期間（10侶以上何）橊
過ÌÛ申Ì込ô数Á一定数以下ã場合àä�櫑育委員会�通ÍÛ各学校íã周知�¿願¹ÌÔ¹
Ý考½Û¿ÿóÎ�

Sy.5
質問 申込校数ã定員割�以外ãリ$�ù3ラブルßÞä想定不甮Ý¹»ÈÝÜÌü»À�

回佖

用樍ã調達ù指佭者ã信遣体制�広報何ã運営面à¿¹Û÷既à全国Üã実績�活ÀÌÔ$
��ムÁ確畞ÌÛ¿ÿ�重大ß3ラブルä発生ÌàÄ¹Ý考½Û¿ÿóÎ�ÔÕÌ�想定外ã事態Á
生ÍÔ場合à÷�必甮à応ÍÛメ���ù櫑育委員会ßÞã関樲機関Ý疵橂ÌßÁþ速ùÀà対
応�行ØÛó¹ÿóÎ�

Sy.6

質問
事櫤橑画書Üä�課題ÝÌÛ�子Þ÷ÔÖã中àä��体育＝Ùþ¹�樈手�Ý感ÍÛ運佪Àþ檵畚
�取ØÛÌó¹�心身ã健康ù自己肯定感ã低下àÙßÁ�ÈÝÁ課題ÝßØÛ¹óÎ��Ýã橫載
Á·ÿóÎÁ�Èã課題Á生ÍÛ¹�根檰�¿櫑½ÄÕÊ¹�

回佖
全国体疄�運佪俕疄�運佪習慣何調査ã結果à¿¹Û�体育ã好Â／嫌¹Ý�体疄ù運佪習慣Á
相関ÌÛ¹�ÈÝÁ報告Ê�Û¹óÎ�óÔ�ÒÈÜä�体育ã授櫤ã充実ÁÈã課題ã解消à向
ÆÛ重甮Ý指摘Ê�Û¹óÎ�

Sy.7

質問
全国Ü展開ÌÛ¹�活佪ãý»à見受Æþ�ÔÁ�世传谷樄Ü広öÛ¹Ä思¹�佭侸後ã橋続的
ß支援何�持続的à続ÆÛ¹ÄÔöã工夫ä何À¿考½ÜÌü»À�

回佖
弊櫄会ä世传谷樄ã侶本体育大学侜à事務所Á·ÿ�大学櫑員ã畔事�äÍöÝÌÔ関樲者ã
櫄疄Á佺þ�ùÎ¹Ý¹½óÎ�ÒãÔö�フラ.�フ.3ボ�ルà精通ÌÔ大学櫑員Á櫑員研修
�行»ßÞ�事櫤ãフ�ロ�
.プÁ可俕ÜÎ�

ST.8
質問 寄附ã主ß*��.3層Ü·�櫁橹関樲者ä�ÞãÄþ¹¹þØÌø�ãÜÌü»À�

回佖
フラ.�フ.3ボ�ルä全国à3,000人以上ã櫁橹者Á¿ÿóÎ�óÔ�
メリ�ンフ.3ボ�ルã
櫁橹者÷3,000人ðÞ¿ÿóÎ�ÒãÔö�全関樲者�数½�å１万人以上ã関樲者�見込öó
Î�
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プレゼンテーション前 文書質問・回答

事櫤名： 世传谷ã子Þ÷ÔÖíフラ.�フ.3ボ�ル�侉Æ�プロ#��3
団体名： 公益財団法人侶本フラ.�フ.3ボ�ル櫄会

ST.9

質問
�広Ä訴檟Ì～寄附÷期待ÜÂóÎ�Ý¿考½ã根檰�÷»少Ì詳ÌÄ¿櫑½ÄÕÊ¹�又�フラ.�
フ.3ボ�ルã櫁橹人口ù便知伵何�参考Ýß�2�*ù情報�É提示¹ÔÕÆß¹ÜÌü»À�

回佖
フラ.�フ.3ボ�ル人口ã半数ä小中学生ÜÎÁ�Òã父母�祖父母÷フラ.�フ.3ボ�ルã関
心Á櫋¹層Ý¹½óÎ�óÔ�2028俇ãロ ン'ル$�リンピ.�ã種目à侜定ÌÛ¿ÿ�学校侜
外Ü注目Á集óØÛ�$ポ�/ÜÎ�

ST.10
質問 学校現場íã佭侸�佡ó½Û�学校側àÞãý»ß
プロ�,�考½Û¹�ãÜÌü»À�

回佖
小学校Üä�学習指佭甮疃à橫載Ê�Û¹�Ôö学校à侥染ôã·�種目Ü·�»Ý思¹óÎ�
一方�中学校Üä橹俕差Á少ßÄ男女櫂修Á可俕ß���ル樹�ã一種目ÝÌÛ�提案ÌÔ¹Ý考
½Û¿ÿóÎ�

事務櫥

質問

�ラ�4フ�ン2�ン�開始��８月１侶～�ÝÌÛ¹óÎÁ�Òã場合７月中旬頃óÜàホ�ムペ�
#橁載侜容�完成Î�必甮Á·ÿóÎ�
ÒãÔö�ホ�ムペ�#橁載侜容�写真ßÞã準備�７月上旬à提出¹ÔÕÂ�短期à綿密à調整
Î�必甮Á·ÿóÎÁÜÂóÎÜÌü»À�
侫ÌÆ�å��ラ�4フ�ン2�ン�開始侶Á後�伹ÌàßÿóÎ�

回佖
É指摘·ÿÁÝ»ÉË¹óÎ�広報専門$*.フÁ¿ÿóÎãÜ�ÜÂ�限ÿ早期à開始ÜÂ�Ý考
½Û¿ÿóÎÁ�÷Ì �3ã設定Á複雑ß場合ßÞä�時期�後�伹ÌÎ�可俕性äÉË¹óÎ�
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